
                           ２０２５年（令和７年）１月２２日  

近畿本部 衛生工学部会 第５７回例会の御案内 

 近畿本部 衛生工学部会 部会長 山田 鉄二 

  

 

 近畿本部 衛生工学部会 令和７年度の 第５７回例会を下記要領で行います。 

ご参加頂きますよう御案内致します。 

―― 記 ―― 

１．日 時： ２０２５年（令和７年） ２月２２日（土） １０：００～１１：００  

２．開催方式： Teamsを使ったＷｅｂ会議および対面併用方式（講師は、東京からのＷｅｂ参加となります） 

     参加希望者には、開始日前日までにＷｅｂ会議のＵＲＬリンク情報を送付します。  

     なお、会場は、日本技術士会近畿本部会議室 

                 大阪府大阪市西区靱本町1-9-15 近畿富山会館ビル2階 

３．参加費： ＷＥＢ参加：無料、会場参加：（会員１０００円、非会員２０００円：会場費等として頂きます）  

４．ＣＰＤ： １．０ ポイント（予定） 

５．講 演：  １０：００～１１：００  

題 目：「福島での災害廃棄物マネジメント業務の経験を活かした技術者育成」 

講 師：前田 伊瑞実 氏（応用地質株式会社：衛生工学部門、資源工学部門） 

概要：講演内容は、東日本大震災の後、福島において放射性物質を帯びた大量の災害廃棄物を処理するマネ

ジメント業務の経験から、廃棄物量の把握、処理計画の見直し、仮置場の造成設計、仮設焼却施設

のプランニング、関係者への説明支援など、現場での限られた条件下で、できる限りのことをやっ

たとの実経験の紹介です。また、この経験を今後も起こり得る災害廃棄物の対応に役立てていただ

けるよう情報提供するとともに、社内で管理職やプロジェクトマネージャーの育成にどのように活

用しているかを報告します。 

略歴：1991年 同志社大学工学部機械工学第2学科卒業、同年応用地質株式会社入社。 

建設コンサルタントとして最終処分場の計画・設計、水質調査、不法投棄対策などに従事し、東日

本大震災直後から約9年間災害廃棄物処理のマネジメント業務を経験。2020年より社員の教育研修

を担当し、（管理職研修や新入社員研修、IPD教育の企画・運営ならびに講師）を担当。 

専門分野は、廃棄物処理及びリサイクル、人材開発。 

資格：（一社）持続可能社会推進コンサルタント協会（旧・廃コン協）技術部会 委員 

職業訓練指導員（機械科） 

６．参加申込方法： 参加申込は下記までお願いします。 

    メール送付先： kinki.eisei.p@gmail.com （近畿本部 衛生工学部会アドレス） 

件名に 【２月例会】 を付けてください 

  ①氏名、②技術部門、③返信用メールアドレス、④会場参加有無の記載をお願います。 

７．申込締切： ２０２５年２月２０日（木）        

８．講演終了後：会場を変えて、有志での意見交換会を実施予定。               

  －以上－     


